
公告日　　　　年　　　　月　　　　日 捨 捨
印 印

↑ 記入不要

〒 △△△－△△△△　　　　
新見市  ○○○○－○○

〒 △△△－△△△△　　　　
新見市  □□□□－□□

１ 各筆明細

水田
普通畑
樹園地 等

２ 共通事項　　裏面のとおり

３ 利用権設定を受ける者の農業経営状況等

男 人 軽四トラック 2 台

人 女 人 トラクター 1 〃

0 頭 耕運機 1 〃

男 人 0 〃 田植機 1 〃

人 女 人 0 〃 草刈機 1 〃

ブロイラー 0 羽 防除機 1 〃

男 人 ニワトリ（卵） 0 〃 コンバイン 2 〃

人 女 人 乾燥機 3 〃

（記載注意）（１）（Ｂ）欄の「面積」は、土地登記簿によるものとし、一筆の一部について利用権が設定される場合には 　と支払方法（現金は１・口座は２・物納は３・役務は４・無償は５）を記載する

　○○○○㎡の内○○○○㎡と記載し、当該部分を特定することのできる図面を添付する。  （５）（Ｈ）欄は、（Ａ）欄以外の権限者がいない時は記入を要しない。

  （２）（Ｃ）欄の「内容」は、利用権の設定による当該土地の利用目的（例えば水田として利用、普通畑とし  （６）（Ｉ）欄は、同一公告に係る計画によって、利用権等の設定、移転等が２つ以上ある場合には、それぞれを合算した面積

　て利用、樹園地として利用等）を記載し、水田裏作を目的とする賃貸借等の場合には、その期間をも併 　を記載する。なお「その他」には、混牧林地、農業用施設の用に供される土地、開発して農用地の用に供される土地又は

　記する。 　開発して農業用施設の用に供される土地の別にその面積を記載する。

  （３）（Ｄ）欄の「借賃」は、当該土地の１年分の借賃（期間借地の場合には、利用期間に係る年分の借賃）  （７）（Ｊ）欄は、主たる経営作目を「水稲」、「果樹」、「野菜」、「養豚」、「養鶏」、「酪農」、「施設園芸」等と記載する

　の額を記載する。  （８）（Ｋ）欄は、「農業専従者」とは自家農業労働日数が年間おおむね１５０日以上の者を、「農業補助者」とは、自家農業

  （４）（Ｅ）欄の「借賃の支払方法」は、借賃の支払期限（例えば毎年○月○日までに○○農協の○○名義等） 　労働日数がおおむね６０日～１４９日の者をいう。

0

和牛（肉牛）

人日 豚

(        1 　 人)

0

1

女 1
合　計 6,300

水稲

その他 採草放牧地

農
　
地

自作地

合計 3
従として農業に
従 事 す る 者

0

(        ０ 　 人)

0

3,500

借入地 2,800

　１　新　規　　　２　再設定

採　草
放牧地

役務は４　無償は５

農用地区域は１　　市街化区域は２　　その他は３

現金は１　口座は２　物納は３　

性別 男　・　女 生年月日 昭和　３５　年　　　２　月　　　１　日　（満　５０　才）

１．新規
２．再設定
３．無

賃貸借権は１　使用貸借権は２　経営受委託は３

3

3

□□ □□□ 9,123 田 田
2,000㎡内
1,000㎡

水稲 H28.4.1

31
現金（毎年
4月末まで
に支払う）

1 基盤強化法

果樹

田 1,000 水稲

畑 500△△ △△△ 5,678 畑

○○ ○○○ 1,234 田

借賃の支払方
法　　（Ｅ）

台帳 現況

利用権の種類
（Ｆ）（Ｂ）　㎡ （作物名）（Ｃ）

１０ａ当たり 一筆当たり

登録 区域

利 用 権 を 設 定 す る 土 地 設　定　す　る　利　用　権

法律関係
（Ｇ）

大　字 字

所　　　　　　　　　在 地　目
面　積

氏名又は名称 新見　三郎　（耕作をする人）
新
見

利用権の設定を受ける者

借り手

現住所 電話番号

（耕作をする人）

同意印
権原の
種　類

利用権設定（経営受委託、移転及び転貸を除く）申請書 　（令和　　　　年　　　　月　　　　日） 新
見

大
佐

××-××××

フ  リ   ガ  ナ ニイミ　サブロウ 同意印

××-××××

フ  リ   ガ  ナ オオサ　ハナコ

住　　　　所
氏名または

名　　称

同意印

利用権を設定する土地の（Ａ）以外の権原者等　　 （Ｈ）

　　　大佐　花子　　（土地の所有者また
は管理者）

大
佐 子

基盤強化法

土地所有者との続柄

氏名又は名称

※相続登記が済んでいない等の理由で共有地となって
いる場合・・・①５年を超える利用権設定の場合、共有者
全員の同意が必要。②５年を超えない利用権設定の場
合、共有持分の二分の一を超える同意が必要。

推
進
費

米　60Ｋｇ

2 基盤強化法5 無償

3
物納（毎年
11月末まで

に）
1

※申請内容を地元農地利用最適化推進委員へ説明しておいてください。

農
業
補
助
者

主として農業に
従 事 す る 者

0

　　　　　200　　　　日

乳牛

1

(      　2 　 人)

男 2 農業専従者（Ｋ）

数　量
農　　業　　従　　事　　者

（内１５歳以上６０歳未満の者）
雇用労働力

（年間延日数）
種　類

農　地

利用権の設定を受ける者
の主な家畜の飼養の状況

利用権の設定を受ける者
の主な農機具の所有状況　　　　　　　利用権の設定を受ける者が現に

　　　　　　　耕作又は養蓄の事業に供してい
　　　　　　　る農用地の面積　㎡

利用権設定を受ける
者の主たる経営作物

(Ｊ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　利用権の設定を受ける者の世帯員（構成員）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　農作業従事及び雇用労働力の状況

2,500

数　量 種　類

利用権の設定を受け
る土地の面積（Ｉ）㎡

1

世帯員（構成員）

農業作業従事日数

R3.3.31

H28.4.1 R3.3.31

10,000円R3.3.31H28.4.1

電話番号

内　　　容
始　期 終　期

借　　　　賃　　（Ｄ）

利用権の設定をする者（Ａ）

貸し手

（所有者または管理者）

現住所

地　番

記入例    

土地登記簿による地番を 
記入 

期間について規程はないが、最短1
年程度から設定してください。 

 賃貸借の場合、金額また

は物と数量を記入。無償の

場合は空白。 

毎月25日締め切り   (土日祝日の

場合はその前日） 

翌月総会日公告予定 

新規設定は１
継続の場合は
２を記入 

新
見


